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１． 事業者名及び代表者名

河合光学株式会社

代表取締役社長　　河合　幸洋

２． 所在地

本社・工場 〒４１２－００４６ 静岡県御殿場市保土沢1157-584

第二工場 〒４１２－００４６ 静岡県御殿場市保土沢1157-760

３． 事業の概要

真空蒸着コーティングによるミラー・フィルターの製造・販売

４． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　　　富田　耕司 　　　　TEL   0550-89-5481FAX　0550-89-7603

事務担当者　　　　　　横山　明博 　　　　E-mail     info@kopt.co.jp

５． 創立年月日

６． 資本金 ９，４８０万円

７． 売上高 ６31百万円　 （2023年3月期）

８． 従業員数 57名　 (2023年3月31日現在)

９． 事業年度 毎年　４月１日～翌年３月３１日

10. レポートの対象期間及び発行日

環境経営レポートの対象期間（2022年  4月　１日 ～ 2023年　3月 31日）

環境経営レポートの発行日（2023年 5月 11日）

11． 認証・登録対象範囲

全組織（本社・工場、第二工場）、全活動

1.  組 織 の 概 要

昭和51年10月14日
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当社は、真空蒸着コーティングによるミラー、フィルターの製造・販売を通して

環境マネージメントシステムを実行し、継続的な改善を行うことにより、

地球環境の保全に取り組み、更に限られた地球資源を有効に活用し、

地域社会に貢献してまいります。

１、環境関連法規制を遵守

　　環境関連法規を遵守します

２、資源、エネルギー使用量の削減に努めます

　　　1） 二酸化炭素の排出量の削減に努めます

　　　2） 廃棄物排出量の削減、リサイクルの推進に努めます

　　　3） 水使用量の削減に努めます

　　　4） 化学物質の管理及び適正使用に努めます

３、環境に配慮した製造活動

　  地球環境にやさしい製品作りを推進します

４、環境経営の継続的改善活動

　　地球環境にやさしい製造活動を中心に、環境経営の継続的改善を行います

５、環境コミュニケーション

　　　1） 環境目的・目標を設定し、その目標を達成するため

 　 　　  教育・訓練、計画、評価、見直しを実施します

　  　2） 全従業員に環境経営方針を周知し、全員参画による取組を目指します

2019年　10月　1日（初版）

2.  環境理念・方針

<環境理念>

<環境方針>

河合光学株式会社

制定年月日

社長　　河合　幸洋

２



作成

統括責任者

＜関係者の権限と役割＞

　職　　　名 　役　　　　　割

① 環境経営方針の制定

② 経営における課題とチャンスの明確化

③ 環境経営全般に関する責任と権限

④ 環境管理責任者の任命

⑤ 環境経営に必要な資源の準備（実施体制の構築）

⑥ 環境経営システム全体の評価と見直し

① 環境経営システム全般の運用・管理

② 環境経営目標及び環境経営計画の作成

③ 取組状況の社長への報告

④ 環境経営レポートの作成

① 環境負荷データ等の集計

② 環境経営目標・環境経営計画の進行管理

③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施

④ 環境管理責任者へ取組状況の報告

⑤ 環境関連法規等の遵守状況チェック

⑥ 文書・記録の管理

① 部門の環境経営計画の実施

② 部門データの集計

③ 部門の問題点把握と是正対策の実施

④ 部門取組状況の事務局への報告

⑤ 部門の従業員教育
① 自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する

2022年4月1日

3.  実 施 体 制

総務グループ 経理グループ 営業グループ 製造グループ

事務局

環境管理責任者

代表取締役社長

河合　幸洋

製造グループ長

富田　耕司

横山　明博

（グループ長） （グループ長） （グループ長） （グループ長）

　統括責任者

　環境管理責任者

　事務局

　各部門長

　その他の従業員

３



目標削減率 目標値 

2,191.35

(1,412,468㎏-Co2)

4653.96
(2,999,780kwh)

 10.36 (km/ℓ)
(1,386.32ℓ)

 12.60 (km/ℓ)
(854.30ℓ)

kg 4.0kg (管理限界値  4.4)

33.6044
(21,660㎏)

3.4544
(2,227㎏)

0.6671
(430㎥)

( 131.5620 )
(84,800㎥)

―

―

＜備考＞ １．購入電力のCO2排出係数は従来の0.462kg-CO2/kWhを踏襲する（2023年度まで）。

２．（）内は絶対値を示す。

３．ガソリン（1）はハイオク、ガソリン(2)はレギュラーを示す。

＜変更点＞是正措置確認報告書（2022/6/29発行）による変更（変更日：2022/07/15日）

 1．環境経営目標での、母数を生産数より加工高へ変更とし、基準年度を2021年度へ変更。

2，産業廃棄物は、2021年実績（28,759㎏）より特別廃棄分（6,880㎏）を減らした数量を基準とする。

３．灯油の維持目標は2021年度より106ℓ→120ℓへ変更

４．プロパンガス是正2021年度より管理限界値4.4を策定し管理

５．客先要求を満たした製品を提供→2021年度より設備予防保全による製品の歩留まり向上

目標削減率 目標値

2,169.437
(1,398,343)

4,607.420
(2,969,782)

 10.47 (km/ℓ)
(1,372.31ℓ)

 12.73 (km/ℓ)
(845.67ℓ)

kg 4.0kg (管理限界値  4.4)

33.2649
(21,441㎏)

3.4191
(2,204㎏)

0.6671
(430)

130.2057
(83,926)

―

―

＜備考＞ １．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力（2017年度）調整後排出係数の「0.462㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．「化学物質使用量」の数値目標の設定は困難なことから、定性的な目標とする。

1%

1%

実績値把握(使用量)―

現状維持 120ℓ

2%

現状維持

㎞/ℓ

kg/M円

現状維持

2%

L

L

2020年度実績燃費  12.48 (km/ℓ)

2020年度使用量    (   862.93ℓ)

―

120ℓ

―

4.0kg  ( 管理限界値  4.4 ) kg

33.9438
総排出量  ( 21,879 ) ㎏

3.5249
2020年度総排出量  (   2,272 ) ㎏

2020年度
実績より3%

2020年度
燃費実績より2%

0.6671
2018年度総使用量  (  430 )㎥

135.6309
2018年度総使用量  (  87,423 )㎥

―

基準年度 ― 2021年度

㎞/ℓ

4.  環境経営目標
１．2022年度（2022年4月〜2023年3月）の環境目標

項目 単位

2022年度

2022年4月〜2023年3月

二酸化炭素排出量 現状維持
㎏-CO2
/M円

2,191.35

総排出量  (1,412,468㎏-Co2)

基準値   644.6( M 円 )

2021年4月    〜     2022年3月

基準年度

軽油 実績値把握（使用量）

2023年4月   〜    2024年3月

化学物質使用量

水使用量
㎥/M円

㎥/M円

二酸化炭素排出量
㎏-CO2
/M円

1%

内訳

産業廃棄物

2021年4月　〜 　2022年3月

一般廃棄物

kg/M円

車両 2020年度
燃費実績より2%

120ℓ

(430㎥)

135.6309

2020年度使用量    (1,400.32ℓ)
ガソリン(1)

ガソリン(2)

㎞/ℓ

1%

環境に配慮した製品づくり 設備予防保全による製品の歩留まり向上

廃棄物排出量

井戸水 3%

産業廃棄物

一般廃棄物

水使用量
上水

化学物質使用量 適正な管理・使用

環境に配慮した製品づくり

廃棄物排出量

1%電力

灯油

プロパンガス

上水

井戸水

内訳

L灯油

２．中長期の環境目標(2018年～2023年）

目標年度 ― 2023年度

kg/M円

㎥/M円

㎥/M円

4,653.96
総電力使用量  (2,999,780kwh)

現状維持

ガソリン(1)

ガソリン(2)

電力 kWh/M円

プロパンガス

kg/M円

車両

軽油 L

2020年度使用量    (1,400.32ℓ)

2020年度実績燃費  10.26 (km/ℓ)
㎞/ℓ

基準値   644.6( M 円 )

2,191.35
総排出量  (1,412,468㎏-Co2)

4,653.96
総電力使用量  (2,999,780kwh)

2020年度実績燃費  10.26 (km/ℓ)

2020年度実績燃費  12.48 (km/ℓ)

2020年度使用量    (   862.93ℓ)

kWh/M円

(87,423㎥)

適正な管理・使用

設備予防保全による製品の歩留まり向上

―

120ℓ

4.0kg  ( 管理限界値  4.4 ) kg

33.9438
(21,879㎏)

2020年度実績
(2,272㎏)

0.6671
現状維持

4%

 ４



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
紙類（コピー用紙、伝票、名刺など）の

裏紙使用段ボールの再利用

2 現品票のペーパーレス化

3
未使用設備の電源OFF、省電力モード

（製造設備・OA機器・他）
富田Ｇ

4
昼休み、残業時など、不要時は消灯

（工場・トイレ・食堂・他）

5
終業時電源オフ

（パソコン・コピー機・プリンター・シュレッダー）

6 製造環境の整備　（整理・整頓）

7 不良品の削減（東京硝子、日本船燈、岩崎電気） 横山Ｋ

8 環境改善活動に対する支出管理

9 経営（環境）改善における数値分析

1 使用していない部屋の空調停止

2
エアコンの適温化の徹底

（冷房28℃、暖房20℃設定）

3 冷暖房時のドア・窓の開放禁止

4
空調フィルターの定期清掃

（夏前、冬前　２回／年）

1 アイドリングストップの推進

2 急発進・急加速をしないエコドライブ

3 不要な荷物を積まない（１回／月チェックする）

4 効率的なルートの選定

5
運転日報の記載・燃費確認

(走行キロ数、給油量等）

6 同方向は相乗りの励行

7 タイヤの空気圧を定期的確認、適正値を保つ

1 生産工程における節水の検討 富田Ｇ

2 漏水箇所の定期点検を実施 勝間田ｋ

3 市水、井戸水の数量測定・報告 横山ｋ

1 ＰＤＦ化等ペーパーレス推進 田代Ｇ

2 産業廃棄物、一般廃棄物等の数量測定・報告

3 生産工程の歩留り向上（成形不良品の削減） 横山Ｋ

4

劣化等による不良在庫削減
（在庫数量の適正化など在庫管理の徹底、

ものづくり）
大杉Ｋ

1 コピー用紙の両面使用 田代Ｇ

2 ガラス、アルミなどゴミの分別の徹底 富田Ｇ

3 原材料及び成形不良品の再利用（端材切断など） 大杉Ｋ

1 購入量・使用量の把握

2
購入・保管・使用・廃棄段階の

適正管理方法の検討

3 使用化学物質のＳＤＳ入手、管理徹底

4
法規制（REACH,RoHS等）に基づいた

製品含有化学物質管理の徹底
横山Ｋ

5
有害性化学物質使用の削減、使用方法など

管理徹底　(IPA・トルエン・デカール等）
富田Ｇ 大杉Ｋ

1 設備予防保全による製品の歩留まり向上 勝間田K

【環境活動目的別責任者一覧】

責任者

全部門長

総務Ｇ長・製造Ｇ長

全部門長

製造Ｇ長

管理Ｇ長・製造Ｇ長

製造Ｇ長

副責任者
48期スケジュール

富田Ｇ

慎改G

空
調
等

田代Ｇ
富田Ｇ

環境活動内容
環境活動

目的

C
O
2

の
削
減

工
場
・
事
務
所

大杉Ｋ

責任者

運
転
管
理
等

勝間田Ｇ

化学物質

環境に配慮した製品づくり

5.  環境経営計画に基づき実施する取組内容

環境に配慮し
た製品づくり

環境活動目的

CO2の削減

水使用量の削減

廃棄物の削減

リサイクルの推進

水使用量
の削減

廃棄物
の 削減

富田Ｇ

リサイクル
の推進

化学物質

大杉Ｋ

田代Ｇ

  ５



①2022年度（2022年4月〜2023年3月）の環境目標の実績　

目標値

644.57 ( M 円 )

2,191.350

(1,412,468)

内訳 4,653.96

( 2,999,780  )

車両 燃費 10.36 (km/ℓ)

( 1,386.32  ) (12,851.0km) (1,251.94ℓ)

燃費 12.60 (km/ℓ)

( 854.30  ) (15,821.0km) (1,007.20ℓ)

4.0㎏

(管理限界値4.4)

33.6044

( 21,660  )

3.4544

(2,227)

0.6671

(430)

131.5620

(84,800)

―

―

＜備考＞ １．購入電力のCO2排出係数は従来の0.462kg-CO2/kWhを踏襲する（2023年度まで）。

２．（）内は絶対値を示す。

３．ガソリン（1）はハイオク、ガソリン(2)はレギュラーを示す。

＜変更点＞是正措置確認報告書（2022/6/29発行）による変更（変更日：2022/07/15？）

 1．環境経営目標での、母数を生産数より加工高へ変更とし、基準年度を2021年度へ変更。

2，産業廃棄物は、2021年実績（28,759㎏）より特別廃棄分（6,880㎏）を減らした数量を基準とする。

３．灯油の維持目標は2021年度より106ℓ→120ℓへ変更

４．プロパンガス是正2021年度より管理限界値4.4を策定し管理

５．客先要求を満たした製品を提供→2021年度より設備予防保全による製品の歩留まり向上

6. 軽油は社有車を廃車したので目標値は定めないが、レンタカーによる使用もあるので実績値のみ把握する。

＜評　価＞

是正

是正

是正

是正

原因

是正

原因

是正

△

電力

灯油

ガソリン(1)

ガソリン(2)

0.700

6-1.  環境経営目標の実績・取組結果

-

〇

2.53%

2022年度

実績
削減率

評価

項目 単位
2022年4月 〜   2023年3月

目標
削減率

基準年度　（2021年度）

2021年4月 〜 2022年3月

基準値 (M円 )

644.57

2020年度使用量    (   862.93ℓ)

0.9%

-24.7%

〇

〇

〇

現状維持

現状維持

現状維持

井戸水

産業廃棄物

一般廃棄物

二酸化炭素排出量

1%

1% 〇

㎏-CO2
/M円 〇

×

×

×

2,191.35

総排出量  (1,412,468㎏-Co2)

総電力使用量  (2,999,780kwh)

2020年度実績燃費  10.26 (km/ℓ)

2020年度使用量    (1,400.32ℓ)

2020年度実績燃費  12.48 (km/ℓ)

現状維持

―

120ℓ

(2,272㎏)

0.6671

(430㎥)

100.0%

82.5%

㎞/ℓ

33.9438

― 客先要求を満たした製品を提供

4,653.96

化学物質使用量

㎥/M円

-19.0%

―

-19.4%

-25.5%

kg/M円

水使用量

上水

適正な管理・使用

1%

2%

120ℓ

現状維持

3%

軽油 L 実績値把握（使用量）―

kWh/M円

プロパンガス（LPG）

L

kg

電力

廃棄物　　排出量

ＣＯ２排出量
（ガソリン）

3.98%

生産効率の改善。

旧型設備の更新。

３年滞留品の処分を２０２２年度も実施。

節電への取組継続。

kg/M円

135.6309

(87,423㎥)

―

(2,571.09㎏)

0.83719

(522㎥)

33.92212

(21,151㎥)

廃棄物排出量

㎞/ℓ

原因

環境に配慮した製品づくり

原因

74.2%㎥/M円

原因

灯油

実績値

623.52 ( M 円 )

(1,311,940)

4,536.125

(2,828,348)

 10.26 (km/ℓ)

 15.71 (km/ℓ)

(0.00)

2020年度実績

4.0㎏

(管理限界値4.4)

(21,879㎏)

0

39.9813

(24,929.01㎏)

4.1235

2,104.099

プロパンガス
（LPG)

一般廃棄物に関しては電子化による紙類の削減、産業廃棄物に関しては、製品の不良を減らすことで、
廃棄物削減を目指す。

長距離での営業車移動が増えたことによる。

フォークリフトを環境に配慮したものに入れ替えを検討中。エコ運転は継続していく。

冬季、水道管凍結防止のため夜間、水を流しぱなし。

井戸水用クーリングタワー1台の入れ替え（新規購入）水漏れの減少による。

設備の状態を確認し必要に応じ対応。

電気ストーブ使用により、石油ストーブ使用無。

状況に応じて使用していく。

冬季、暖冬により給湯器の使用減少。

管理限界値を策定し継続管理。

上水・井戸水
原因
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目標削減率 目標値

2,169.437

(1,398,343)

4607.417

(2,969,782)

 10.47 (km/ℓ)

(1,372.31ℓ)

 12.73 (km/ℓ)

(845.67ℓ)

4.0㎏

(管理限界値4.4)

33.2649

(21,441㎏)

3.4191

(2,204㎏)

0.6671

(430)

130.2057

(83,926)

―

―

＜備考＞

１．購入電力のCO2排出係数は従来の0.462kg-CO2/kWhを踏襲する（2023年度まで）。

２．（）内は絶対値を示す。

３．ガソリン（1）はハイオク、ガソリン(2)はレギュラーを示す。

＜変更点＞

 特に2022年度期初に作成した2023年度目標から変更はない。

2023年度は中期計画の最終年度にあたるので、期末に次期中期計画を策定する。

6-2 次年度の環境経営目標

2,191.35

基準年度　（2021年度）

2021年4月〜2022年3月

基準値 (M円 )

644.57

中長期の環境目標

項目 単位

目標年度

2023年度

2023年4月  〜   2024年3月

二酸化炭素排出量
㎏-CO2
/M円

1%
総排出量  (1,412,468㎏-Co2)

kWh/M円

ガソリン(1)

プロパンガス kg

電力

車両

軽油

㎞/ℓ

㎞/ℓ

L

2%

一般廃棄物 kg/M円
2020年度
実績より3%(2,272㎏)

33.9438

(21,879㎏)

2020年度実績

現状維持

井戸水 ㎥/M円 4%

0.6671

(430㎥)

135.6309

(87,423㎥)

総電力使用量  (2,999,780kwh)

2020年度実績燃費  10.26 (km/ℓ)

2020年度使用量    (1,400.32ℓ)

2020年度実績燃費  12.48 (km/ℓ)

環境に配慮した製品づくり

水使用量

上水 ㎥/M円

化学物質使用量

廃棄物排出
量

産業廃棄物 kg/M円

内訳

L灯油

ガソリン(2)
2020年度使用量    (   862.93ℓ)

―

設備予防保全による製品の歩留まり向上

適正な管理・使用

1%

2020年度燃費
実績より2%

2020年度燃費
実績より2%

実績値把握
（使用量）

120ℓ

―

現状維持

現状維持

120ℓ

4.0㎏

(管理限界値4.4)

4,653.96
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1
紙類（コピー用紙、伝票、名刺など）の

裏紙使用段ボールの再利用
〇 裏紙利用および段ボール再利用の継続 継続

2 現品票のペーパーレス化検討 〇
入庫指示登録プログラムによる、現品票使用半減

余剰現品票の裏紙利用継続
継続

3
未使用設備の電源OFF省電力モード

（製造設備・OA機器・他）
富田Ｇ 〇 実施中 継続

4
昼休み、残業時など、不要時は消灯

（工場・トイレ・食堂・他）
〇 節電啓蒙表示、消灯励行 継続

5
終業時電源オフ（パソコン・コピー機

・プリンター ・シュレッダー）
〇 節電啓蒙表示、消灯励行 継続

6 製造環境の整備　（整理・整頓） 〇 メンテナンス表にて週一回定期に不用品整理実施 継続

7 不良品の削減（東京硝子、日本船燈、 岩崎電気） 横山Ｋ 〇 対策実施し、継続中 継続

8 環境改善活動に対する支出管理 〇

「環境対策費」科目を設け実績管理年間予算
2,600千円に対し実績1,551千円予実管理が

徹底された。
継続

9 経営（環境）改善における数値分析 〇

高騰が続く電気使用量及び使用料金の推移、
原料調整費等の単価内訳を管理し、節電への

ヒントを提言した
継続

1 使用していない部屋の空調停止 〇 スイッチオフ励行

2
エアコンの適温化

（冷房28℃、暖房20℃設定）の徹底
〇 啓蒙表示、実施励行

3 冷房時のドア・窓の開放禁止 〇 啓蒙表示、実施励行

4
空調フィルターの定期清掃

（夏前、冬前　２回／年）
〇 エアコンの簡易自主点検時に清掃実施

1 アイドリングストップの推進 〇

2 急発進・急加速をしないエコドライブ 〇

3 不要な荷物を積まない（１回／月チェックする） 〇

4 効率的なルートの選定 〇

5
運転日報の記載・燃費確認

(走行キロ数、給油量等）
〇

6 同方向は相乗りの励行 〇 出張旅行計画をグループ内で共有して実施

7 タイヤの空気圧を定期的確認、適正値を保つ 〇 運行管理表に追記し、目視チャックを実施

1 生産工程における節水の検討 富田Ｇ 〇 洗浄機の節水 継続

2 漏水箇所の定期点検を実施 勝間田K 〇 点検表を作成して点検実施 継続

3 市水、井戸水の数量測定・報告 横山Ｋ 〇 役割見直しにより製造Gにて実施 継続

1 ＰＤＦ化等ペーパーレス推進 田代G 〇
各部門が、問題意識をもって推進してくれ、
意識付け及び今できることは実施している

継続

2 産業廃棄物、一般廃棄物等の数量測定・報告 〇 役割見直しにより製造Gにて実施 継続

3 生産工程の歩留り向上（成形不良品の削減） 横山Ｋ 〇 暫定対策に留まっている 継続拡大

4
劣化等による不良在庫削減

（在庫数量の適正化など在庫管理の徹底、ものづく
り）

大杉Ｋ 〇
劣化防止のため、デシケータ保管　継続実施

長期製品在庫の選別　継続実施
継続

1 コピー用紙の両面使用 田代G 〇 全社展開出来ている。 継続

2 ガラス、アルミなどゴミの分別の徹底 富田Ｇ 〇 分別の徹底実施中 継続

3 原材料及び成形不良品の再利用（端材切断など） 大杉Ｋ 〇 受注に応じて製品在庫・仕掛在庫から再利用継続 継続

1 購入量・使用量の把握 〇 ｼｽﾃﾑ及び現物確認による把握　継続実施

2
購入・保管・使用・廃棄段階の適正管理方法の検

討
〇 価格変動型の原材料や在庫または製造判別実施

3 使用化学物質のＳＤＳ入手、管理徹底 △ 購入材料のSDS入手継続

4
法規制（REACH,RoHS等）に基づいた

製品含有化学物質管理の徹底
横山Ｋ 〇 管理の徹底 継続

5
有害性化学物質使用の削減、使用方法など管理
徹底　　　　　　　　　　　　(IPA・トルエン・デカール

等）
富田Ｇ 大杉ｋ 〇 管理の徹底 継続

1 設備予防保全による製品の歩留まり向上 勝間田K 〇 点検実施記録での管理 継続

【環境活動目的別責任者一覧】

責任者

全部門長

総務Ｇ長・製造Ｇ長

全部門長

製造Ｇ長

管理Ｇ長・製造Ｇ長 ＜備考＞

製造Ｇ長 　評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

7.  環境経営計画の取組結果とその評価及び次年度の環境経営計画

CO2の削減

C
O
2
の
削
減

工
場
・
事
務
所

大杉Ｋ

田代Ｇ

富田Ｇ

慎改G

空
調
等

（運用期間：2022年4月～2023年3月）

環境活動
目的

環境活動内容 責任者 副責任者 評価 コメント

環境に配慮した製品づくり

水使用量の削減

廃棄物の削減

リサイクルの推進

化学物質

今後（次年度）の取組内容

田代Ｇ
富田Ｇ

継続

運
転
管
理
等

勝間田Ｇ

運行管理表により、エコドライブ推進啓蒙及び
チェックにより、意識の定着はできた。

継続

継続

環境に配慮した
製品づくり

環境活動目的

水使用量の削減

廃棄物の削減 富田Ｇ

リサイクルの推進

化学物質

大杉Ｋ
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★避難訓練・消火訓練及び非常用品持ち出し訓練★ 実施日 2022.9.15

・コロナウイルス蔓延防止の為、消防署立ち合いでの人命救助等は中止。
・感染対策の為、スペースを取って実施。

★油拡散防止と油の除去訓練★

溶剤新設倉庫2020.5月設置（ドラム缶7本分迄対応）

★節電、節水への注意書き・社員への意識づけ★

8.  当社の取組み

 ８



評価日

評価者 　　環境管理責任者　　富田　耕司

１． 環境関連法規等の遵守状況

条項 遵守事項または規制基準 遵守結果

新設、変更、増設の事前届出 〇

第4条の2 緑地の確保 〇

第5条 規制基準値の遵守 〇

第6条 特定施設の届出 〇

第8条 特定施設の数等の変更の届出 非該当

第5条 規制基準値の遵守 〇

第6条 特定施設の届出 〇

第8条 特定施設の変更等の届出 非該当

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 〇

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 〇

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 〇

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 〇

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 〇

　　廃棄物処理法 第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 〇

( 廃棄物の処理及び 第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 〇

　　　　　　 清掃に 関する法律） 第12条の3第１項 マニフェストの交付 〇

第12条の3第2項 マニフェストの保管 〇

第12条の3第6項 マニフェストの保管 〇

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 〇

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施 〇

第9条の4 少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準 〇

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出 〇

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 〇

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 〇

　　家電リサイクル法 特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への

　( 特定家庭用機器再商品化法 ） 適切な引き渡し、料金の支払
自動車リサイクル法（使用済自動車

の
第8条 　　　使用済自動車の引渡義務

　　　再資源化等に関する法律） 第73条 　　　　　　使用済自動車の引き取り業者への引き渡し

省エネ法（エネルギーの使用の エネルギー使用量の合計が１，５００Ｌ／年以上の

 合理化に関する法律） 事業者は届出

　　冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象

　　　　①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施

　フロン排出抑制法 電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」

(フロン類の使用の合理化及び 　　　　②空調機（50kW以上）１年に１回以上

 　　 管理の適正化に関する法律） 　　　　③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上

　　　　④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務 〇

REACH規制 REACH適合材料の使用及び適合 製品の納入 〇

RoHS規制 RoHS規制適合材料の使用及び適合、製品の納入 〇

SONYグリーンパートナー SS-00259 環境品質保証体制評価シート項目 〇

　　　　事業活動、物品の環境管理システム

・物品のパフォーマンス

労働者の健康管理その他の厚生労働省令で定める

事項「労働者の健康管理等の実施」

　　有害な業務を行う屋内作業場、その他の作業場の

　　　　　　　環境測定の実施、及びその結果を記録

第52条 騒音基準の遵守義務 〇

第53条 騒音特定施設の届出 〇

　　　　静岡県生活環境の 第55条 騒音特定施設変更の届出 〇

 保全等に関する条例 第79条 振動基準の遵守義務 〇

第80条 振動特定施設の届出 〇

第82条 振動特定施設の変更等の届出 〇

　　静岡県産業廃棄物の 第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 〇

　　　 適正な処理に関する条例 第10条 委託先の実地確認と記録の保存 〇

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 〇

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 〇

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 〇

2． 違反，訴訟等の有無

1回/2年更新書類作成、提出

法定基準を順守

1回/2年更新書類作成、提出

廃棄物の分別、行政への協力

グリーン購入法（国等による環境物品等
の調達の推進等に関する法律）

資源有効利用促進法(資源の有効な
利用の促進に関する法律）

2019.12.19届出を受理

2020.2.7空調機の数量変更届出を受理

法定基準を順守

2019.12.19届出を受理

2020.2.7空調機の数量変更届出を受理

法定表示事項記載の表示

2022年4月現地確認実施　

EA21の取組

EA21の取組

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等） 管理者が対象物品購入

9. 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

非該当義務

法令

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

2023年3月31日

消防法

静岡県条例

当社に該当する主な環境関連法規に対し、遵法評価の結果、法規の逸脱は有りませんでした。　　（2023年3月31日　確認実施）

建築確認書に適用確認

建築確認書に適用確認

法定基準を順守（自主検査）

2019.12.19届出を受理

専門業者による定期保守点検及び清掃の実施

建築確認書に適用

専門業者による定期保守点検時に検査実施

専門業者による定期収集

保管基準を遵守、保管場所の表示

収集運搬及び処分許可業者への委託

処理業者と契約契約書の締結

法律・条例

環境関連法規は、改正や新設があるため常に最新のものとすることが必要。（2回/年見直しを実施 → 総務Ｇ）

責務
・

努力
法令

当社の適用及び対応

その他

　今まで前項環境関連法規への違反は有りません。

　また、地域周辺及び環境機関等からの訴訟及び苦情等も有りません。

法定基準を順守（自主検査）

2019.12.19届出を受理

Ａ票、5年間保管

B2、D、E票の5年間保管

2022.4～2023.3分を2023.6に報告書提出済み

運搬又は処分業者からのD,E票の期間内返却

市町村条例で定める

危険物取扱者の設置

専門業者による消火設備の定期点検

業者へ引渡

　　　　　定期簡易自主点検2019．11より実施

第16条

第6条 指定家電廃棄時のリサイクル料金の支払 〇

リサイクル料金の支払（廃車時）

指定数量以上の危険物保管の消防署への届出

〇

第4条 非該当

工場立地法

第26-33条 指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄）
パソコン、小型2次電池をメーカーに回収・リサ

イクルしてもらう
〇

〇

〇

第13条

第65条

労働安全衛生法

IPA：作業環境測定（2回/年）と記録の保管

ショットブラスト粉塵 ： 特定粉塵の

 　　　　　　　　　 濃度の測定と記録の保管

有機溶剤 : 深夜業健康診断実施

（2回/年） と記録の保管

〇

キャノングリーン調達基準書 部品・調達編 〇

　　7.5kw以上のエアコンの有資格者による

　　　　　定期点検実施予定（2023.6月）
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当社は２０１９年９月以降、エコアクション２１の趣旨に賛同し、事業活動に環境経営システムの仕組

みを組み込み、全社的に環境面のみならず、生産性の向上、コストダウン等経営面での効果も期待

して展開して参りました。

2022年の会社全体方針及び各部門の目標は、コロナ禍での事業の特殊性を加味し、前年度と大

きく変更することなく、プロセス管理重視の姿勢で活動しました。プロセス管理として、毎月の全社的

なデータ集計結果及び各部門活動報告書を回覧して、相互チェックと情報共有を図りました。

事業の実績は、コロナ禍でコンシューマー向けの量産品受注の落ち込みを、半導体・自動車・照

明関連部門が補完して、前年度とほぼ同規模となりました。

目標を達成できなかった項目について、産業廃棄物は不良品の若干の増により微増となってしま

いました。一般廃棄物は前年度からの継続で長期量産品の生産終了に伴う製品用ケースの処分

が影響しました。また、水道量の増は、寒さ厳しい冬場の凍結防止策として夜間に流量を増やした

ことによります。電力量は何とか目標達成しましたが、今後も節電と生産効率の改善に務めて参り

ます。また、２０２３年度にフォークリフトの電気化を検討中です。

コロナ禍の収束傾向の状況下で、事業展開の変化も予想されますが、今後も事業とエコアクション

２１活動とが相俟った経営を展開して参ります。

2023年5月9日

河合光学株式会社

代表取締役社長　　河合　幸洋

10.　代表者による全体の評価と見直し・指示
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・火災訓練の実施（防災管理規定）[毎年9/12前後]

・消火器設置

・整理整頓

・設備の定期点検 [毎週末]

・廃液倉庫の設置（2020.6月実施）

改訂 2020.7.1

訓練日

訓練日

・設備の定期点検 [毎週末]

　・赤字事項追加

1、設備の故障（温調器など）

2、静電気帯電による引火

1、圧縮による爆発

2、溶接加工時の火花飛散

1、電気ショートにより引火

2、加工（溶接等）時の引火

3、設備、高温部付近に燃えやすい
　　ものが置いてあった

4、漏電による自然発火

火災

人災 ・有機溶剤

流出

・油（廃油含む）

・有機溶剤

・その他

・油（廃油含む）

11. 環境上の緊急対策

想定される緊急事態 要因 原因 対応策

作成日：2019年9月6日
作成者：横山・滝口

2022.9.15 設備よりの火災

　　　　　　　 → 中和剤の散布

　　　　　　　 → 配管など設備点検 [毎週末]

・有機溶剤 2、容器の腐食

・防毒マスクなどの保護具着用

対処・訓練等原因

電気ショート

想定される緊急時の状況

作成者：富田　耕司

参加者
全社員

※評価と改善策

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

参加者
現場担当者

※評価と改善策

手際よく回収できた

2022.9.15 油流出 油容器腐食 流出防止と回収

2、取り扱い時でのミス

1、取り扱い時でのミス

・流出想定訓練の実施　[毎年9/12前後]

・管理責任者による保管状況の確認 [毎週末]

1、吸い込みによる中毒 ・教育訓練の実施

3、容器の腐食

避難訓練、消火班による消火器設置場所よりの持ち出し訓練。

・油 → おがくず散布による吸着回収

・有機溶剤 → 保護具着用、ウエスでの吸着回収

2、取り扱いミスによる飛散

1、装置・設備の老朽化

作成日：2022年9月15日

社長より、迅速に行動できたと、評価を頂いた。

訓練記録
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